
主な事業（公共工事）

NO 農政部 農業水利施設等の防災・減災対策の推進

近年、頻発化、激甚化する大規模地震や台風、局地的豪雨などの異常

気象に対応するため、国が進める「防災・減災、国土強靱化のための３

か年緊急対策」の地方財政措置を積極的に活用し、農村地域の防災力の

実施目的 強化に向けて、農業水利施設等の防災、減災対策を集中的かつ効率的に

推進します。

○農業水利施設の整備

重要なインフラ施設と位置付けられた農業水利施設の整備補修等を

実施します。

○ため池の耐震・豪雨対策

下流への影響が大きく、早急な対策が必要な「防災重点ため池」の

耐震・豪雨及び老朽化対策を実施します。

○地すべり防止施設の保全対策

地すべり対策後の安全性の確認（挙動調査）や維持・保全を図る対

策工事を実施します。

H31事業費 586,400千円

○農業水利施設の整備

規 模 坂東大堰(渋川市)の堰本体補修（老朽化対策）

○ため池の耐震・豪雨対策

ため池の地震、豪雨対策等：池田(沼田市) 他 11箇所
○地すべり防止施設の保全対策

耕地地すべり防止区域内の挙動調査並びに維持保全対策工事

・挙動調査（地下水位観測等）：白井(上野村) 他 7地区
・維持保全対策工事：河振(甘楽町) 他 1地区

発注・進行 2019 年度予定工事は、関係機関と協議調整等を実施し、9 月末までに
状況 発注を行えるよう準備します。

2019年度事業完了予定地区
完成時期 ○農業水利施設の整備 坂東大堰（2020年 3月完了予定）

○ため池の耐震・豪雨対策等 2箇所
○地すべり防止施設の保全対策 維持保全対策工事 2地区

2019 年度は、坂東大堰の完了を予定しており、対策の完了により、早
期に安定した農業用水の供給が図られます。

また、ため池の耐震・豪雨対策などや地すべり防止施設の維持保全対

効果等 策により、農村地域の防災力の向上が図られます。

次年度以降も、ため池の耐震・豪雨対策等を 9 箇所、地すべり防止施
設の維持保全対策を 5地区で予定しています。

担当所属 農村整備課 連絡先 027-226-3160

関連HP


